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要　　旨
　一般日本語教育では中学程度の少数の専門語しか学習しないが、大学で専門教育を
受ける留学生は、入学前に専攻分野の＜高校卒業程度の専門語＞を習得する必要があ
る。しかし、その実現は困難で、留学生は大学入学後、高校卒業程度の専門語と大学
初出の専門語とを同時に学ぶことになり、学習の負担が重い。その軽減のため、筆者
は経済専攻の留学生と日本で就職活動を行う日本語学習者とを対象に、高校卒業程度
の経済用語612語とその専門連語630種の中からそれぞれの学習目的に応じた専門語と
専門連語を学ぶための学習サイトを開発した。
　本サイトには 4つの言語版があり、専門語はテーマに分類され選択して学べ、主な
専門語には用法を示す専門連語とその例文が付いている。専門語・専門連語・例文に
は音声が付けられ、例文によるディクテーションなどの練習ができる。本サイトの公
開後、学習者の評価を調査し、その結果を基に可能な範囲でサイトの修正を行った。
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１．はじめに
　専門語（専門用語ともいう）とは、日常一般に使われる語に対して専門分野で専門
の概念を表すために用いられる語をさす（石井 2007）。専門語には職業語も含まれる
が、本稿では学術用語に限る。専門語は定義して使用されることが多く、一般語とは
異なり、概念の共通性から国際性が高い（国立国語研究所1981: 10）。日本語の専門語
はほとんどが単語で（佐竹 1982、宮島 1994）、「細胞分裂」「有機化合物」など複数の
造語成分から成る合成語が多い（野村・石井 1989）。
　日本語で専門教育を受ける外国人留学生（以下、留学生と略す）は、専攻する分野
の専門語の習得が必須だが、一般日本語教育で学習する専門語は、「企業」「細胞」な
ど中学校程度の少数の用語に限られる。そのため、留学生は大学学部等に進学後、＜
高校卒業程度の専門語＞と＜大学初出の専門語＞とを同時に学習しなければならず、
専門語学習の負担が重い（西谷 2001、古本他 2006）。その負担の軽減をめざし、高校
教科書や大学教科書、一般書などを資料として、留学生のための専門語の学習語彙が
経済（岡 1992、小宮 1995、村田 1996）、医学（増田他 1998）、環境工学（水本・池田 
2003）、情報セキュリティ（濱田 2003）などの分野で選定されている。
　専門語の運用力を養成するには用例が必要だが、専門語辞典には用例がない（影浦
2010: 94）。連語は単語使用の最小の単位として用例の一部に含まれる。専門語の連語
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の中には、「物価が上昇する」（下線部は専門語、以下同様）のように、専門語とは別
個に連語としても専門概念を表すものがある一方、「物価を考える」など連語としては
専門概念を表さないものもある。前者は専門連語、後者は非専門連語と呼ばれる（小
宮 2002）。専門連語は専門概念を表し、専門語の使い方を示し、かつ、「景気循環」な
ど合成語の用語の語構成の学習にも役立つ。留学生のための専門連語の選定には、経
済（小宮 2003、2010）、化学（小宮 2006）、物理（小宮 2007b）などがある。
　高校卒業程度の専門語や専門連語（以下、基礎的専門語と基礎的専門連語と称す）
が表す専門概念は、各国のカリキュラムによる相違はあれ、ある程度は共通するもの
がある。留学生が母国などで学んだ既習の専門概念を仲立ちにすれば、日本語の専門
語は、習得が可能である（仁科 1997）。さらに、高校教科書の語彙は、一般成人の理
解語彙で（窪田 1989）、日本語教師による指導の負担も少ないため、基礎的専門語と
基礎的専門連語は、日本語教育での指導や学習者による自習が可能と思われる。
　基礎的専門語と基礎的専門連語に関する知識は、専門教育の前提であると同時に、
就職活動の際には一般常識に相当する。前者では、大学入学前または入学後の早期に
おける学習が専門語学習の負担を軽減し、後者では、就職活動の開始前の学習が就職
活動の円滑化につながる。それでは、その学習には、どのような方法が適当だろうか。
基礎的専門語と基礎的専門連語は、分野によって学習内容が異なるため、教室指導は
専門分野別クラスでないと難しい。また、学習内容が多いため、専門分野別クラスを
設けても、すべてを教室で指導することは難しい。そこで期待されるのがeラーニン
グと呼ばれる「情報通信技術（ICT: Information and Communication Technology）を介し
て、または、活用して行う教育や学習」である（青木2012）。eラーニングには学習
者が学びたい時に学びたい場所で学びたい内容を選んで自分のペースで学習できるな
どの長所がある反面、いつでも止められるという短所があり、学習者に自律性が求め
られる（青木、前掲）。語学学習には自律学習に向いた活動と不向きな活動とがある
が、反復練習や暗記が重要な語彙学習は、自律学習に適している（吉田2008）。日本
語教育では、2010年に国際交流基金関西国際センターが日本語学習ポータルサイト
「NIHOGOeな」（http://nihongo-e-na.com/jpn/）を公開した。同サイトには語彙学習のサ
イトも数多く紹介されているが、専門語や専門連語のサイトは少数である。
　そこで、筆者は専門学習や就職活動を目的とした基礎的専門語と基礎的専門連語の
学習用に、専攻分野別留学生数が最も多く1）、大学入学前の学習が最も期待されている
社会科系（札野・辻村 2006）の経済用語に焦点をあて、中級後半の日本語学習者を対
象に、専門語学習サイト「経済のにほんご」（以下、本サイトと称す）を開発した2）。
　本稿では、教室指導が困難で自習支援の学習サイトも少ない専門語学習について、
本サイトの開発方法の解説を中心に、学習者の評価も一部交えて報告する。
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２．先行研究
　経済の基礎的専門語の研究には、岡（1992）、小宮（1995、2007、2014a）などがあ
る。そのうち岡（1992）と小宮（1995）は、高校教科書を資料とし、岡は「現代社会」
（以下、「現社」と略す）と「政治経済」（以下、「政経」と略す）の各 6種の索引など
から461語 3）、小宮は「政経」1種の本文から799語をそれぞれ選定した。だが、いず
れの資料も20年以上前のもので、「コンビナート」など現在の教科書にない用語が見
られる一方、「リサイクル」など現在の教科書には必ず取り上げられる用語を欠くな
ど、そのまま本サイトのコンテンツに使用することは難しい。
　小宮（2007、2014a）は、調査年度のすべての中学と高校の教科書索引を資料とし、
小宮（2007）は中学「公民」8種、高校「現社」16種のいずれか 1科目の半数以上の
索引にある226語、小宮（2014a）は小宮（2007）の資料に高校「政経」16種を加えて
同様の方法で318語を選定した。318語は経済の専門学習における有効性が検証されて
おり（小宮2014b）、本サイトのコンテンツに適している。
　経済の基礎的専門連語の研究には、小宮（2003、2010）などがある。小宮（2003）
は、「政経」教科書に最も多く使用された専門語のうち「有効需要」など旧日本語能
力試験の級外語彙をキーワードとして、大学経済教科書と新聞経済記事から専門連語
候補を抽出し、それらに関して経済の専門家に判定を依頼して、93語の専門語の906
種の専門連語を選定した。それらのキーワードはすべて級外語彙で、「価格」などよ
り基本的で多くの専門連語を作る旧日本語能力試験1級語彙の専門語をキーワードと
する専門連語を欠く。また、大学経済教科書から得られた専門連語の中には、「金融
政策を発動する」など高校教科書にない難しい一般語を含む専門連語があり、本サイ
トのコンテンツには適していない。
　小宮（2010）は、小宮（2007）の基礎的専門語226語に関して、その選定資料であ
る「公民」8種、「現社」16種の教科書本文を資料に専門連語候補を抽出し、経済の専
門家に判定を依頼して95語の専門語の656種を専門連語として選定した。656種のう
ち2語の専門連語527種は、経済分野の専門学習における有効性が検証されており（小
宮 2014c）、本サイトのコンテンツに適している。
　経済の基礎的専門語や連語の学習に関わる学習サイトは少ない。「学校関係用語検
索」（http://tg-tools.casta-net.jp/jisho/）は、年少者日本語教育のための「多言語・学校プ
ロジェクト」の一環として関西大学総合情報学部堀研究室と株式会社マインディアが
開発した用語検索ツールである。JSL社会科用語、JSL理科用語、予定表用語など11
の用語集から成り、いずれも全用語をリストの形で見ることができる。
　JSL社会科用語244語は、地理、歴史、経済の基礎的専門語から成るが、小宮（2014a）
の経済用語318語よりも少ない。「市場価格」など合成語の用語を検索できる一方、「価
格」などごく基礎的な用語がない。読みは平仮名で示され、音声はない。用語の意味
はポルトガル語、中国語など 7言語から翻訳が選択できる。目標言語と母語の単語を
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対にして学ぶ方法は、一般語では両語の意味範囲の違いから弊害がある（小山 2009、 
今井・針生 2014）が、専門語の場合は定義の国際性から弊害が小さい。JSL社会科用
語には連語や例文、用例はなく、専門語の理解にのみ重点があるサイトである。
　専門連語を示すのは本サイトのみだが、一般的な連語を検索するサイトに、「なつ
め」「筑波ウェブコーパス」がある。「なつめ」は東京工業大学留学生センター仁科研
究室が開発した作文支援システムで、現代日本語書き言葉均衡コーパス、独自に収集
してテキスト化した科学技術論文集、および、Wikipediaを資料とし、2語の自立語の
連語を使用頻度やジャンル別頻度、用例文などとともに示す（阿部川 2012）。
　連語が検索可能な用語は、形態素解析の関係か「価格」など二字漢字語が中心で、
「国民所得」など合成語はほとんど検索できない。検索される連語の形式は、「名詞＋
助詞＋動詞」「名詞＋助詞＋形容詞」のみで、「名詞＋助詞＋名詞」4）など他形式の連
語は検索できない。検索結果は専門連語か非専門連語かの区別なく表示されるため、
専門連語の学習には煩雑で不向きである。日本語のみで翻訳がなく、表示される用例
は、生の文で上級学習者向けである5）。作文支援システムのためか、音声もない。
　「筑波ウェブコーパス」はウェブ上の約11億語のコーパスから連語を検索するサイ
トで、レキシカルプロファイリング型のコーパス検索ツールである（今井他 2013）。
検索すると、「なつめ」より多様な形式の連語が表示されるが、ジャンル別の使用頻
度は表示されない。その他に関しては「なつめ」とほぼ同じである。そのため、「筑
波ウェブコーパス」は、「なつめ」と同様に、専門連語の学習には不向きである。
　上記の 3つのサイトは、いずれも専門語や連語について調べるものであり、そこで
学んだことを練習したりそれによって既習内容を自己評価したりすることはできな
い。

３．本サイトの開発
　本サイトは、中級後半以上の日本語学習者が、経済分野の専門学習や日本での就職
活動のために、経済の基礎的専門語と基礎的専門連語を短期間に効率よく学習できる
ように、次の方針に従って開発した。
　①学習目的や関心から体系的に学べるように、専門語をテーマに分類する。
　②テーマのほか語形からも専門語を探せるように、検索欄を設ける。
　③学習の優先順を示すため、専門語に基本度を表す記号を付ける。
　④専門語と専門連語の翻訳は、英語版・中国語版・韓国語版などから選択する。
　⑤専門連語には、用例文に基づいた経済学的にも適切な例文を付ける。
　⑥専門語・専門連語・例文に音声を付け、専門語にはアクセント表示を付ける。
　⑦既習内容の自己評価や学習内容の練習のために、例文を用いたクイズを付ける。
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３．１．基礎的専門語の教材化
　本サイトでは、中学「公民」高校「現社」「政経」のいずれか 1科目の半数以上の
教科書索引にある315語（小宮 2014a）6）と「公民」か「現社」の 4分の 1以上の教科
書索引にある297語（小宮 2007）との計612語を教材化した。最も基本的な315語だけ
でなく索引掲載の割合がより低い専門語をも教材化したのは、経済の基礎的専門語を
既にある程度学んだ学習者に復習やさらなる学習の機会を提供し、その学習意欲に応
えるためである。
　教材化に際して、「好況（好景気）」など同義語や「インフレーション（インフレ）」
など原語と略語は、1項目にまとめた。「国内総生産（GDP）」など欧文略号とともに
使用される用語には欧文略号を、「コーポレート・ガバナンス（企業統治）」など意味
のわかりにくい外来語には対応する漢語を添えた。「基軸通貨」は「基軸」が難しい
ため同義語の「国際通貨」に、「環境庁」は現行の「環境省」に差し替えるなどした。
いずれの場合も経済の専門語辞典や専門家に確認のうえ行った。「第一次産業」「第 1
次産業」などの異表記は、『有斐閣経済辞典第 4版』の表記に従って統一した。

３．２．基礎的専門語のテーマ分類
　教材化した612語は、方針①に従って日本語学習者が経済の基礎的専門語を体系的
に学べるように、612語を小宮・乗川（2010）によってテーマに分類した（表 1）。本
サイトにおけるテーマは、ミクロ経済学などの専門分野をさす。大学の専門分野は初
等中等教育における単元とは異なるため、日本人大学生も専門教育の中で既習の基礎
的専門語がどのような専門分野の用語なのかを新たに学ぶ。そこで、日本語学習者も
個々の専門語を学ぶだけでなく、それがどのような専門分野に属し、同じ分野にどの
ような用語があるのかも学べるようにした。
　経済の基礎的専門語のテーマ分類は、研究領域、テーマ（大分類）、テーマ（小分
類）の順に詳しくなる（表 1）。テーマ名は専門教育を受けていない学習者にもわかる
ように、「ミクロ経済学」などの専門語は避けて「市場と価格」など平易なものにし
た。なお、「国内総生産（GDP）」などの欧文略号をもつ用語、「ケインズ」などの人
名、「独占禁止法（独禁法）」などの法律名は、テーマ分類とは別にそれぞれリストに
まとめて各言語版のトップ画面にもおき、探しやすくした。
　テーマ分類した専門語には、方針③に従って学習の優先順を示すために、基本度を
表す記号を付した。具体的には、2010年の公開当初は全体を 2段階に分け、「公民」
「現社」「政経」のいずれか 1科目の半数以上の索引にある315語に☆☆、いずれか1科
目の 4分の 1以上の索引にある297語に☆を付した。
　2014年9月以降は全体を3段階に分け、小宮（2014a）を基に「公民」索引の半数以
上にある118語に☆☆、「公民」になく「現社」か「政経」の半数以上の索引に初出の
197語に☆、「公民」「現社」「政経」のうち 1科目の 4分の 1以上の索引にある297語
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を無印とした。
　テーマや☆などによって専門語を選んで学ぶという本サイトの特色は、学習内容の
自己選択効果によって記憶に残りやすいとされる（渡邉 2011）。なお、景気循環など
のテーマ（小分類）内の基礎的専門語の配列は、読みの五十音順とした。
　図 1と図 2は、英語版のトップ画面を左右に分けて示したものである。日本語学
習者は選択した言語版のトップ画面において学習目的に応じて専門学習なら学術用
語（Academic Terms）、就職活動ならニュース用語（News Terms）を選ぶ。学術用語の
場合は、さらにEconomicsなど研究領域とその下位分野のテーマを選択する。図 3は
Economicsの 5つのテーマ（大分類）から「経済のしくみ」を選び、さらに 6つのテー
マ（小分類）から「景気循環」を選択した次の画面である。「景気循環」には、「キチ
ンの波」「景気」など10語の専門語があり、図 3はその一部を示したものである。
　各専門語の右のボタンを押すと、その専門語の読みの音声が流れ、読み仮名に付さ
れた影によってアクセントの高い部分を視覚的に確認できる。図 3の左上のsearchの

表1　本サイトで学ぶ基礎的専門語612語のテーマ分類
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欄は、探す専門語を日本語や英語・中国語などで入力して
検索するためのもので、方針②に従って、テーマ以外の方
法でも学習する専門語を選べるようにした。

３．３．基礎的専門連語の教材化
　本サイトでは、「公民」「現社」の教科書本文から選定さ
れた小宮（2010）の656種の専門連語のうち95語の専門語
の630種を教材化した。95語の内訳は、66語が「公民」の
専門語、29語が「現社」で初出の専門語である。
　630種の専門連語の内訳は、2語の連語546種（86.7%）
と 3語の連語84種（13.3%）である。2語の専門連語は、
表 2のとおり共起語に動詞や名詞をとるものが多く、形容
詞をとる連語は少ない。3語の専門連語は「経済に影響を
与える」など専門語が 1語の連語と「需要と供給の関係」
など専門語が 2語の連語とに分けられる。
　専門語 1語あたりの専門連語数は、専門語による差が大きい。「企業」50種、「価格」
40種、「市場」30種など11種以上の専門連語を作った19語は、すべて「公民」の用語
でうち17語が 1級語彙である。それに対し、95語中39語は専門連語数が 2種以下で
ある。
　同一の専門語の専門連語が複数ある場合、専門連語の配列は、共起語の品詞と専門
連語の意味によって行った。専門連語は、共起語の品詞によって動詞、名詞、形容詞

図1　トップ画面①

図2　トップ画面②
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の順に大別し、同じ品詞の共起語をとる専門連語は、類義の専門連語をまとめて、専
門連語の意味のつながりによって表 3のように配列した。
　図 4は「景気」の専門連語の画面の一部である。「景気が悪くなる」などの専門連
語の右のボタンを押すと、音声が流れる。公開当初、専門連語には読み仮名を付けな
かったが、その後、学習者の評価（後述）を基に、2011年 2月に Reading On/Off  を
押すと読み仮名付と読み仮名なしが選べる形に修正した。

図3　テーマによる専門語の選択、検索

表2　2語の専門連語546種

景気が悪くなる、～が悪化する、～が後退する、～が低迷する、～が停滞する、
～を刺激する、～を良くする、～が良くなる、～が回復に向かう、～が回復する、
～が過熱する、～を調整する、～が調整される、～の波、～の動き、～の動向、
～の変動、～の後退局面、～の低迷、～の停滞、～の回復、～の過熱、～の調整、
～の安定、～が良い、～が悪い

表3　「景気」の専門連語26種の配列
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３．４．専門語と専門連語の翻訳
　専門語と専門連語が表す専門概念は、方針④に従って2010年の公開当初は、英語、
中国語、韓国語の各国語版による翻訳で示し、2015年春には学習者評価に見られた多
言語化の要望に応えてベトナム語版を公開した。専門語の翻訳によって専門語の表す
概念を示す方法は、学習者がその専門語の表す概念を既に学習していれば有効である。
しかし、未習の場合は、専門語の翻訳のみで未習の概念を理解するのは難しく、母語
や媒介語の専門語辞典で調べたり、指導や説明を受けるなど新たな学習が必要である。
　専門語と専門連語の翻訳は、当初は専門の翻訳会社に依頼したが、思うような翻訳
が得られなかった。そこで、留学生の身近にいる経済の専門家に翻訳を依頼すること
にした。英語への翻訳は、留学経験のある日本人専門家に依頼し、さらに国際経済学
の専門家の監修を受けた。中国語と韓国語への翻訳は、経済分野の博士課程の留学生、
ベトナム語訳は経済分野の修士課程の留学生にそれぞれ依頼した。いずれも留学生の
専門学習に理解があり、本サイトの目的に賛同して翻訳の細部に至るまで何度も相談
に応じていただいた。

３．５．専門連語の例文作成
　専門連語は専門語使用の最小の単位で専門語の使い方を端的に示すが、専門語の運
用力の向上には例文も重要である。そこで、方針⑤に従い、用例文に基づいた経済学

図4　専門連語の選択
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的にも適切な例文を付けた。例文作成に際しては、覚えやすい長さ、高校卒業程度の
内容、専門家による監修、中級後半の学習者に適した日本語の4点を重視した。
　作成手順は次のとおりである。1）「公民」「現社」教科書の用例文を基に、中級後
半の学習者にわかりやすい例文案を35字以内で作成する。2）例文案は経済の専門家
に監修を依頼し、不適切な部分があれば、コメントしてもらう。3）専門家のコメン
トに従って例文案を修正し、再度、監修を受ける。専門家に適切と判断されるまで、
例文案の修正を繰り返す。
　表 4は用例文をもとにした例文の作成例である。①は専門連語「価格を引き下げる」
の用例文だが、それよりも専門性の高い専門語「寡占市場」が使用されている。その
ため、「寡占市場」を「少数の企業が支配している市場」と言い換えた。
　②は専門連語「株価が暴落する」の用例文だが、日本におけるバブル経済の崩壊に
ついて述べており、学習者にとっては90年代の日本のことでわかりにくい。そのため、
2008年にアメリカで発生したリーマン・ショックに関する例文とした。①②ともその
他の細かい点を含めて修正した。例文は、図 4の Show Example  を押すと、見られる。

３．６．専門語、専門連語、例文への音声付与
　音声による専門語の運用力を高めるため、方針⑥に従って専門語、専門連語、例文
に音声を付け、専門語にはアクセント表示を付けた。
　本サイトの専門語には、「社会資本」「経済成長率」など複数の造語成分から成る用
語が多いが、それらのアクセントは造語成分のアクセントを単に続けたものではなく、
複合語のアクセント規則に従う語が多い（窪薗 2005）。ただ、その規則に気づいてい
ない学習者も多いため、単に音声を聞かせるだけでなく、アクセント表示によって視
覚的にもアクセントの意識化を促すことが重要である。
　アクセント表示を付けるに際して、本サイトの専門語にはアクセント辞典にない語
が多いため、アクセント調査を行って、採用するアクセントを決定した。本サイトで
は、図 4の「景気」の「けいき」のようにアクセントの高い部分に影を付けた。アク
セントの調査、および、専門連語や例文などの録音は、音声教育の専門家に依頼した。

３．７．例文を用いた練習用クイズの作成

①寡占市場では、企業は価格を引きさげるのをさける傾向がある。（現社213）
　⇒　少数の企業が支配している市場では、企業は価格を引き下げようとしない。
② しかし、90年秋には、過大評価された地価や株価は暴落し、長期不況に突入した。
（現社353）
　⇒　2008年秋にアメリカで起こったリーマン・ショックで、株価は暴落した。

表4　教科書の用例文からの例文作成例
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　学んだことを確実に身に付けるには、練習が必要である。また、学習者の中には本
サイトの学習内容について既にある程度の知識があり、それを自己評価したい者もい
るだろう。そこで、方針⑦に従って、専門連語の例文による練習用クイズを作成した。
　図 4の「景気」を例にすると、専門連語の上の Practice Dictation  を押すと、図 5
のようにヒントとして「景気が後退する」などの専門連語がランダムに示される。上
のボタンを押すと、提示された専門連語の例文の音声が流れる。学習者は例文を聞き
ながら言ったり（シャドーイング）、聞いた後に言ったり（リピート）、聞いた後に書
いたり（ディクテーション）して練習する。例文の音声は何回でも繰り返し聞くこと
ができる。 Show Answer  を押せば、図 6のように例文が文字で表示され、正解を確
認できる。さらに、練習を続けたければ、 Next Question  を押すと、次のヒントの専
門連語が示される。

図6　専門連語の例文による練習用クイズの正解

図5　専門連語の例文による練習用クイズのヒント

４．本サイトの評価
　本サイトは2010年10月にインターネット上に公開したが、2010年12月から2011年
1月にかけて学習者の評価を調査した。調査協力者は中級後半の日本語学習者6名（ア
メリカ・韓国・中国・ベラルーシ各 1名、タイ 2名／経済専攻 4名、非専攻2名）で、
質問紙による概要調査の後、インタビュー調査を行った 7）。質問紙は全27問で、3章
に述べた内容に関する選択式の25問、使用法と改善点に関する記述式の 2問から成る。
インタビュー調査の所要時間は最短34分、最長87分で平均は 1時間だった。形式は半
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構造化インタビューでほぼ質問紙の問題順に回答理由などの背景を聞き、適宜、開発
側の事情も説明し意見を求めた。インタビューは調査協力者の了解を得て録音・文字
化し、文字化資料を質問番号などの見出しに分け、要点をまとめた。1名分のインタ
ビューは、録音に失敗したため、記憶に基づき内容メモを作成した。
　質問紙調査の結果は概ね好評だったが、インタビュー調査の結果、質問紙調査の回
答の背景にあった問題や質問しなかった点に問題があることなどが判明した。次に主
な内容を述べる。なお、この調査結果に基づき、可能な範囲で本サイトを修正した。
　専門連語の読み方は、公開当初、専門連語の下に英語訳など翻訳があり、専門連語
の上に読み方を付けると煩雑になるため、付けなかった。しかし、質問紙調査の結果、
読み方の必要性に関して調査協力者の意見が分かれた。理由を聞くと、必要な理由は、
目前の専門連語の読み方を知りたいというもので、不要な理由は、読み方があると読
み方が覚えられないというものだった。後者は、読み方は自分で調べられるので、読
み方を付けて画面を煩雑にしないことが重要とも述べている。読み方の付与が学習を
妨げる点で調査協力者全員の意見が一致し、改善方法としてインターネットによる読
み方付与の機能の追加、難しい一般語にのみリンクを張るなどの案が出た。それらを
本サイトの制作担当者に知らせ、検討の結果、図 4の選択式の読み方付与に修正した。
　複数の専門連語は、表 3のように専門連語を共起語の品詞と専門連語の意味によっ
て配列したが、経済を専門としない調査協力者 2名は、五十音順かアルファベット順
の配列のほうが良いと回答した。理由を聞くと、 About this site  の説明を読んでおら
ず8）、専門連語の配列法が理解できなかったことが判明した。説明すると理解したが、
1名はテーマによる専門語の選択もできなかった。非専攻の学習者が媒介語の英語版
を使用する場合には、専門連語の配列法の理解が困難になる可能性が示唆された。
　本サイトはテーマから学習する専門語を選ぶ（図 1 ～図 3）ことに特色があるが、
選択時のわかりにくさについては、経済分野の専攻者からも非専攻者からも指摘があ
り、非専攻者の 1名は経済を勉強していないのでテーマ選択ができなかったと述べた。
調査協力者から出たさまざまな改善案を制作担当者に知らせたところ、専門語選択の
部分は、設計上、完成後の大幅な修正が困難なことが判明した。そこで、テーマ分類
上の現在位置を明示するため、テーマ名に網掛けし左に直線を挿入した（図 3の矢印）。

５．おわりに
　本稿では、専門語学習サイト「経済のにほんご」の開発を中心に日本語学習者の評
価も一部交えて報告した。本サイトは、経済分野を専攻する留学生や日本で就職活動
を行う日本語学習者が、それぞれの学習目的や関心に応じて＜高校卒業程度＞の経済
用語612語と専門連語630種の中から選択し学習するものである。本サイトには英語
版・中国語版・韓国語版・ベトナム語版があり、専門語・専門連語・例文には音声が
付いている。専門語の用法を端的に示す専門連語は本サイトの特色の一つで、その例
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文や例文を用いた練習用クイズによって学習者は専門語の運用力を養成することがで
きる。
　日本語学習者による本サイトの評価は、限られたものではあるが、内容に関しては
概ね好評だった。ただ、サイトのデザインや画面のレイアウトなど開発者が気づきに
くい点にやや問題があることがインタビュー調査によって判明した。今後は、イン
ターネット利用環境の変化や学習者の要望に合わせて本サイトの修正を続けていきた
い。

注
1） 独立行政法人日本学生支援機構の「平成26年度外国人留学生在籍状況調査」によ
れば、留学生総数は約18万4千人で、専攻分野別では、人文科学、社会科学、工
学の上位 3分野で約83%を占める。第 1位の人文科学には日本語教育機関の在籍
者が含まれ、それを除いた大学等への進学者では、社会科学が第 1位である。

2） 本サイトの開発は、企画とコンテンツの作成を筆者が行い、サイトの制作はデザ
イン719（代表：角南北斗氏）に発注して、協議を重ねて開発した。

3） 岡（2002:71）による。
4） 動作名詞との連語は、「消費者運動が価格の上昇を抑えた。」など分析的な名詞表
現として学術的文章などに多用されるので、用例文の表示が望ましい。

5） 阿部川（2012）では、日本語能力試験 1級保持者を調査協力者とし、与えられた
文章を論文調に書き換える評価実験を行っている。

6） 本サイトは2010年に公開され、開発時には小宮（2014a）に先行するポスター発表
「学部留学生のための経済の基本語彙」（『2009年度日本語教育学会秋季大会予稿集』
283-284）の際に配布した資料にある318語中の315語を使用した。同義で使用さ
れていた「技術革新／イノベーション」「累進課税／累進課税制度」は前者のみ教
材化し、1945年に廃止された「治安維持法」は教材化しなかった。

7） インタビュー調査の協力者数は、韓国人学習者を除く 5名である。
8） 学習者はサイトの学習用画面にある説明さえほとんど読まない（田中他2011: 164）
ことが報告されており、 About this site  のような学習用画面とは別のところにある
解説を読むことは期待できない。
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